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 独立行政法人医薬基盤研究所内部監査規程第１０条の規定に基づき、独立行

政法人医薬基盤研究所の平成２２年度内部監査について以下のとおり報告しま

す。 

 

 

１ 監査概要 

 

  平成２２年度内部監査計画に従って①～③について監査を実施した。 

  監査は、監査期間中（平成２３年３月１６日）５名で実施した。 

 

２ 監査結果 

 

① 旅費の執行及び手続 

旅費の執行及び手続きについては、関係規定により適正に実施されていた。 

しかしながら、旅費規程上の旅行命令簿の取扱いが不明確であり、規程の

改正や取扱の是正も含めて、当該規程と実態との整合性を図る必要がある。

また、内申及び復命と出勤簿の確認体制について、より充実することが望

ましい。  

②預金等の管理状況 

  預金の管理の事務処理ついては、関係規程に則り適正に実施されていた。

金券類の管理は、使用については使用簿等により適正に実施されているが、

管理体制や在庫や残高の確認方法を明確にした事務処理要領を作成するこ

とが望ましい。 

③物品管理 

  物品の新規購入から廃棄等の事務処理については、関係規程に則り適正に



実施されていた。物品の廃棄等及び実物棚卸し監査については可能な限り、

会計課で現物や現状を確認することが望ましい。また、物品のバーコード

による管理については、会計課を中心とし共用機器実験室とも連携し早期

に実施することが望ましい。 

 

 

以上 

 


